
平成２６年度当初予算 選択・集中プログラム 取組概要 

 

 

 

 

プロジェクトの目標 

さまざまな分野において、多くの県民の皆さんが、アクティブ・シチズンとして自らの個性や能力

を発揮しながら、地域の課題解決に主体的に取り組み、成果を上げるとともに、充実した生活を送っ

ています。 

  このような社会をめざして、子どもや若者をはじめ、外国人住民や障がい者など、さまざまな主体

の参画を促進するための支援や場づくり、連携の仕組みづくりに取り組むことにより、４年後には、

より幅広い層の県民の皆さんが、自らの能力を発揮しながら積極的に社会に参画したり、地域づくり

の担い手として、地域の課題解決に取り組んだりしています。 

 

プロジェクトの数値目標     

目標項目 
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

地域活動に参
画している学
生の割合 

 
 15.0％ 21.0％ 

 
24.0％ 27.0％ 

13.4％ 18.4％    

目標項目の説明と平成 26 年度目標値の考え方 

目標項目 
の説明 

県内高等教育機関の学生のうち、地域活動へ参画している学生の割合 

26 年度目標 
値の考え方 

平成 24 年度の実績値、平成 25 年度の目標値を踏まえ、学生の地域活動への参画を促進
するための「学生」×「地域」カフェを開催するなど、平成 27 年度目標値の着実な達成
に向けて、平成 26 年度目標値を 24.0％と設定しました。 
 

目標項目 
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

パートナーグ
ループネット
ワーク構築数
（累計） 

 2,100 2,700 
 

3,000    3,000 

     388 1,455    

目標項目の説明と平成 26 年度目標値の考え方 

目標項目 
の説明 

地域をよりよくしていこうとするパートナーグループのネットワーク構築数 

26 年度目標 
値の考え方 

平成 26 年度においては、パートナーグループ登録数（累計）の目標値を 1,000 グループ
と設定しており、１パートナーグループにつき３つのネットワークが構築されるとして
3,000 と設定しました。 
 
 
 

 

   

       

     

新しい豊かさ協創５ 県民力を高める絆づくり協創プロジェクト   

                          （主担当部局：戦略企画部） 



目標項目 
23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

認定ＮＰＯ法
人数 

 
 ５法人 10 法人 

 
20 法人 30 法人 

１法人 ３法人    

目標項目の説明と平成 26 年度目標値の考え方 

目標項目 
の説明 

県内の特定非営利活動法人のうち、その運営組織および事業活動が適正であり、公益の
増進に資するものとして、認定を受けた特定非営利活動法人（認定ＮＰＯ法人）の数 

26 年度目標 
値の考え方 

平成 26 年度は、ＮＰＯ法人条例指定制度を導入して２年目になり、その効果として認定
ＮＰＯ法人数の増加が見込まれることから、20 法人と設定しました。 

 

実践取組の目標      

実践取組 
年次計画のうち 

主なもの 

23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標
達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

１ 「次代を担う
子ども・若者の
県民力を高める
仕組みづくり」
に挑戦します 

学生と地域のさ
まざまな主体と
の交流フォーラ
ムの開催回数 

 ５回 ５回 

 

５回 ５回 

０回 ５回    

２「さまざまな
事情で支援が必
要な県民の皆さ
んの能力発揮・
参画の支援」に
挑戦します 

県の取り組む多
文化共生社会づ
くり事業に参画
した主体数 
（累計） 

 28 団体 32 団体  36 団体 40 団体 

25 団体 29 団体     

パーキングパー
ミット制度にお
ける利用証の保
有者数（累計） 

 8,500 人 11,200 人 

 

11,500人 11,500 人 

- 10,201 人    

３「『美し国おこ
し・三重』の新
たな展開」に挑
戦します 
 

パートナーグル
ープ登録数 
（累計） 

 
700 

グループ 
900グループ 

 

1,000 
グループ 

1,000 
グループ 

342    
グループ 

513 
グループ 

   

４「NPO の活動
を支える仕組み
づくり」に挑戦
します 

NPO の提案から
取り組んだ「協
創」の実践活動
数（累計） 
 

 10 事業 15 事業 20 事業 25 事業 

 ５事業 11 事業    

 

進捗状況（現状と課題） 

【実践取組１ 「次代を担う子ども・若者の県民力を高める仕組みづくり」に挑戦します！】 

・ 地域の皆さんと大学生等が地域の課題について意見交換等を行う「学生」×「地域」カフェ（交 

流フォーラム）を 12テーマで開催し、うち２テーマには学生と地域との相互理解を深めるコー 

ディネーターを配置しています。今後、学生の応募が少なかったテーマの要因やコーディネータ 

ーが担うべき役割等を検証していくことが課題です。 



・ 農地・農業用施設・景観の保全活動については、子どもたちも参加し、地域が一体となったコミ

ュニティ活動の取組が進んでいます。活動の継続に向け、人材育成や持続的に活動を支える体制

づくりにより、地域コミュニティ活動として定着させていく必要があります。 

・ 大学生 50 人を少年警察学生ボランティアに委嘱し、その参画を得て、農業体験等の居場所づく

り活動を実施するなど、少年の立ち直り支援活動等を推進しました。今後とも更なる活動の推進

を図っていくことが必要です。 

・ 「命の大切さを学ぶ教室」を 10 月末現在で６回（中学校３回、高校１回、高等専門学校１回、

大学１回）開催し、約 2,780人が受講しました。受講後に実施したアンケート（中学校２校、高

校１校、高等専門学校１校、2,026名）では、回答者の約 62％が「被害者や遺族の人は大変な思

いをしている」、約 82％が「命を大切にしなければならない」と回答しており、被害者支援の重

要性に対する理解を深め、規範意識の高揚が図られました。課題として、行政機関、民間支援団

体、事業者等との連携を図り、若者を始めとした県民に、社会全体で犯罪被害者を支える機運を

醸成するため、更に幅広く広報啓発活動を行う必要があります。 

 

【実践取組２ 「さまざまな事情で支援が必要な県民の皆さんの能力発揮・参画の支援」に挑戦し

ます！】 

・ 多言語ホームページでは、防災講座「台風について」を映像で提供して、外国人住民の防災に関 

する意識啓発を行ったところ、ページビュー数が昨年度に比べて増えています。引き続き、外国

人住民の関心が高い話題を取り上げていきます。 

・ 大規模災害発生時に設置する「みえ災害時多言語支援センター」を円滑に運営できるよう、公益

財団法人三重県国際交流財団と設置・運営に関する協定を締結しました。今後は、さまざまな主

体とのネットワークの拡充を進めていく必要があります。 

・ 外国人児童生徒のための教科指導研究推進会議を開催し、日本語で学ぶ力の育成をめざしたカリ

キュラム（ＪＳＬカリキュラム）を活用したわかりやすい授業づくり等について協議を進めまし

た。今後は、小・中・高等学校において、日本語能力の育成に向けた指導方法やＪＳＬカリキュ

ラムに係る効果的な指導事例について情報共有を深めるとともに、それぞれの外国人児童生徒の

指導の状況について円滑な引き継ぎを行う必要があります。 

・ 第２回「障がい者芸術文化祭」の開催にあたり、６月 11日、８月 13日、11月１日に実行委員会

を開催し、今年度の実施内容について協議しました。今年度は昨年度（第 1 回）の開催状況を踏

まえ、周知方法や展示の内容の見直しを図りました。まず、10月に県内のコンビニエンスストア

にチラシの配布、ポスター掲示を行い、展示及びステージ発表を広く募集を行ないました。また、

特別支援学校等の特設コーナーを設けるなど、広く出展を働きかけています。 

・ 「三重おもいやり駐車場利用証」の交付者数は 10月末現在で 15,587人（累計）となり、交付対

象者に対し制度が順調に定着しつつある一方、「おもいやり駐車場」で利用証を掲示していない

車が依然多く見られることから、利用証を持たない人に対する啓発を進める必要があります。 

 

【実践取組３ 「『美し国おこし・三重』の新たな展開」に挑戦します！】 

・ 「美し国おこし・三重」については、パートナーグループに、10月末現在で前年同期比約 1.3倍

の 113 グループが新たに登録、624 グループとなるなど、地域の皆さんが地域づくりに自発的に

取り組む機運も向上し、複数のグループが連携した取組事例も増えています。 

 



・ 県民力拡大プロジェクトプレイベントとして、パートナーグループ等が企画・実施する「プレ縁
えん

博
ぱく

イベント」や県・市町・企業等が企画・実施する「プレ縁
えん

博
ぱく

パートナーシップイベント」など、

約 400のイベントを集めた地域づくりの博覧会「プレ縁
えん

博
ぱく

みえ」を展開するとともに、12月には

「プレ三重県民大縁会
だいえんかい

」を開催します。それらをＰＲするための「プレ縁
えん

博
ぱく

みえ」ガイドブック

の発行やホームページのリニューアル、地域情報誌でのＰＲ、路線バスや鉄道車両等の交通広告、

ＰＲキャラバンなど、さまざまな情報発信を行っています。 

・ 取組終了後も自立・持続可能で元気な地域づくりが続けられるよう、きめ細かなパートナーグル

ープの支援を進めていくとともに、プレイベントや県民力拡大プロジェクトなどの情報発信力の

ある取組を全県的に展開していくことで、県民の皆さんの地域づくり活動をさらに加速する必要

があります。 

 

【実践取組４ 「ＮＰＯの活動を支える仕組みづくり」に挑戦します！】 

・  県内の全ＮＰＯ法人を訪問し、「ヒント集」を活用し意見交換を行いました。訪問を通して得られ

たＮＰＯ法人の意見や「事業改善に向けた有識者懇話会」からの提案、新しい公共支援事業の成

果を、ＮＰＯが自立し活動しやすい環境整備に向けた今後の施策に生かしていく必要があります。 

・  県民にＮＰＯの意義や役割を知ってもらうため、12月を「市民活動・ＮＰＯ月間」と定め、集中 

的にイベントやセミナー等を行い、周知を図ります。今後、「みえ県民力ビジョン」で掲げる「『協

創』の三重づくり」を進めていくには、意欲のある県民が活動に踏み出すきっかけづくりが必要

です。 

・  ＮＰＯ、企業、行政によりワーキンググループを設置し、地域づくりを行う多様な主体と企業の

連携を進める仕組みについて検討しました。ＮＰＯ等と企業がお互いの問題意識や情報を提供・

共有し、理解を進める必要があります。 

 

平成 26 年度の取組方向 

【実践取組１ 「次代を担う子ども・若者の県民力を高める仕組みづくり」に挑戦します！】 

・ 「学生」×「地域」カフェで学生の応募が少なかったテーマの要因の検証等を踏まえ、参加学生

のさらなる拡大をめざします。また、平成 24年度からの２年間の取組で得たノウハウを反映した

「高等教育機関と地域との連携の仕組み」の検討を進めます。 

・ 地域の子どもたちが参加する農地・農業用施設・景観の保全活動を地域コミュニティ活動として

定着させていくため、学校やＮＰＯなどさまざまな主体との連携強化を促進していきます。 

・ 県内各地の大学生 60 人を少年警察学生ボランティアに委嘱し、その参画を得て、12 回の非行少

年等の立ち直りを目的とした「少年の居場所づくり」に取り組み、三重県版コネクションズや少

年非行防止活動を含むセーフコミュニティ対策の核となる人材育成への効果も視野に入れ、子ど

も・若者の県民力の向上を目指します。また、「命の大切さを学ぶ教室」を、中・高及び大学合わせ

て15回開催するとともに「犯罪被害者支援キャラバン隊」、「犯罪被害者支援を考える集い」等の広報啓

発活動をより多くの子ども・若者を対象に幅広く実施します。 

 

【実践取組２ 「さまざまな事情で支援が必要な県民の皆さんの能力発揮・参画の支援」に挑戦 

します！】 

・ 多言語ホームページが外国人住民の情報源として定着するよう、また外国人住民が地域社会に参

加・参画するきっかけとなるよう、話題を選定して、分かりやすく情報提供を行っていきます。 



・ 大規模災害発生時に設置する「みえ災害時多言語支援センター」が機能するよう、さまざまな主

体と連携して、外国人住民も参加する訓練などに取り組みます。 

・ 平成 25年度に明らかとなった成果と課題を踏まえ、ＪＳＬカリキュラムの三重県モデルの確立に

向けた実践研究を進めるとともに、ＪＳＬカリキュラムに係る事例収集について、対象となる教

科の拡大を引き続き進めます。また、小・中・高等学校において、それぞれの外国人児童生徒の

指導の状況を円滑に引き継ぐための効果的な方法について検討していきます。 

・ 第２回「障がい者芸術文化祭」に参加した障がい者や支援者等にアンケートを実施し、より多く

の障がい者に参加してもらえるような文化祭の開催を目指します。 

・ 「三重おもいやり駐車場利用証制度」の普及啓発を行うとともに、「おもいやり駐車場」の設置

について事業者等に協力を依頼します。 

 

【実践取組３ 「『美し国おこし・三重』の新たな展開」に挑戦します！】 

・ 県民力拡大プロジェクト（縁
えん

博
ぱく

みえ２０１４、三重県民大縁会
だいえんかい

、第32回地域づくり団体全国研修

交流会三重大会）を実施し、パートナーグループの皆さんの活動のさらなる磨き上げを行うとと

もに、県民の皆さんの一層の参加・参画を促進します。 

 

【実践取組４ 「ＮＰＯの活動を支える仕組みづくり」に挑戦します！】 

・ 「事業改善に向けた有識者懇話会」等からの提案を踏まえ、ＮＰＯの自立及び財政基盤の強化に

向けて、市民ファンドの活用、地域金融機関との連携、寄付の仕組みづくりなど、関係部局や関

係団体等と連携して検討を進めます。 

・ ＮＰＯ活動の意義や役割について県民に周知し、意欲を活動へとつなげるため、「市民活動・Ｎ

ＰＯ月間」を継続して実施していきます。また、海外の取組などを紹介して寄付に対する理解を

深め、意識を高めます。 

・ 社会貢献に対する企業の意欲を、地域課題の解決につなげるため、ＮＰＯ等の考える地域課題や

それに対する取組を紹介するとともに、ニーズとシーズのマッチングなどを進めていきます。 

 

 

 

主な事業 

 

【実践取組１ 「次代を担う子ども・若者の県民力を高める仕組みづくり」に挑戦します！】 

 

●高等教育機関と地域との連携の仕組みづくり推進事業 

予算額：(25) ２，１５９千円 → (26)  １，５３３千円 

事業概要：県内高等教育機関と地域との一層の連携や教員・学生の地域活動への積極的な参画

を促進するため、「学生」×「地域」カフェや取組事例発表会、シンポジウムなど学

生に地域活動へ参画する場や関心を高める機会を提供するとともに、連携の仕組みの

構築に向けた取組を進めます。 

 

 

戦略企画部 



 

●地域コミュニティ向上型農地・水・環境保全向上対策事業 

予算額：(25) ９１，５００千円 → (26)  ９１，５００千円 

事業概要：農業・農村の持つ多面的機能を十分に発揮させるとともに、将来の地域の担い手と

なる子どもたちの農村における地域活動への参画を促進するため、活動組織が、地域

住民や学校、ＮＰＯなどさまざまな主体とともに取り組む農業用施設や豊かな自然、

美しい景観など地域資源の保全活動に対して支援します。 

 

 

●みんなで進める犯罪に強いまちづくりの推進事業 

予算額：(25) ７６２千円 → (26)  ６６４千円 

事業概要：地域における少年の非行防止活動の核となる人材を育成するとともに、さまざまな

主体による少年の非行防止活動を拡大するため、大学生ボランティアによる非行少年

の立ち直り支援活動等を推進します。 

 

●犯罪被害者等支援対策の充実事業 

予算額：(25) １，４１４千円 → (26)  １，４２６千円 

事業概要：犯罪被害者等支援に対する若者の理解を深め、支援活動への参画を促進するため、

中学生、高校生および大学生を対象とした「命の大切さを学ぶ教室」を開催するほか、

次代を担う若者、事業者等を対象とした幅広い広報啓発活動を推進します。 

 

 

【実践取組２ 「さまざまな事情で支援が必要な県民の皆さんの能力発揮・参画の支援」に挑戦 

します！】 

 

 

●コミュニケーション施策推進事業 

予算額：(25)  １３，４７１千円 → (26) １４，６０３千円 

事業概要：外国人住民の地域社会への参加・参画を進めるため、多言語ホームページで、行政

や制度に関する情報をわかりやすく提供するとともに、日本語指導ボランティアの育

成や日本語教室間のネットワーク化を図ります。 

 

●外国人住民総合サポート推進事業 

予算額：(25)  ３１，８６５千円 → (26) ２４，７０７千円 

事業概要：さまざまな主体と連携して、外国人住民が抱える教育・防災・医療などの課題の解

決に向けて、医療通訳派遣制度の利用促進や、外国人住民も参加する訓練を実施する

など災害時の外国人住民への支援体制の整備などに取り組みます。 

 

 

 

 

農林水産部 

警察本部 

環境生活部 



 

●多文化共生社会の担い手をつくる外国人児童生徒教育推進事業 

予算額：(25) ３４，７２０千円 → (26)  ３２，８３７千円 

事業概要：外国人児童生徒が、将来、社会の一員として自ら能力を発揮し活躍できるよう、外

国人児童生徒の在籍が多い拠点校等のノウハウを生かした受け入れ体制整備を進め

るとともに、外国人児童生徒巡回相談員の派遣等による日本語指導・適応指導の充実

および日本語で学ぶ力の育成をめざしたカリキュラム（ＪＳＬカリキュラム）の実践

研究を進めます。 

 

●社会的自立を目指す外国人生徒支援事業 

予算額：(25) ４，８９０千円 → (26)  ４，８９０千円 

事業概要：日本語指導が必要な外国人生徒が、将来、社会的自立を果たし、社会の一員として

活躍できるよう、学校・家庭・地域が一体となった日本語支援体制づくりを進めると

ともに、外国人生徒支援専門員を活用し、高校における日本語指導の充実を図ります。

また、日本語で学ぶ力の育成をめざしたカリキュラム（ＪＳＬカリキュラム）の実践

研究を進め、その成果を県内に普及します。 

 

 

●障がい者の持つ県民力を発揮する事業 

予算額：(25) ４，０００千円 → (26)  ４，０９０千円 

事業概要：障がい者の芸術・文化活動の活性化を図るため、多様な主体が連携して「三重県障

がい者芸術文化祭」を開催し、障がい者の自立と積極的な社会参加を推進します。 

  

●三重おもいやり駐車場利用証制度展開事業 

予算額：(25) ２，３２５千円 → (26)  ３，０２２千円 

事業概要：障がい者や妊産婦、けが人などで、歩行が困難な方の外出を支援するため、必要な

方に利用証を交付するとともに、事業者等に「おもいやり駐駐車場」の登録について

協力を依頼するほか、市町やユニバーサルデザインアドバイザーなど、さまざまな主

体と連携して制度の普及啓発に取り組みます。 

 

 

【実践取組３ 「『美し国おこし・三重』の新たな展開」に挑戦します！】 

 

 

●パートナーグループ活動支援事業 

予算額：（25） １２５，８２１千円 → （26） １０４，９８３千円 

事業概要：地域をよりよくしていこうとする住民の皆さんの活動をサポートするため、県や市

町をはじめさまざまな主体で構成する実行委員会において、プロデューサーの助言や

専門家派遣、広報・誘客支援、ネットワーク化の支援、財政的支援などを行います。 

 

 

健康福祉部 

教育委員会 

地域連携部 



●イベント手法展開事業 

予算額：（25） ４２，６４２千円 → （26） ９４，６４６千円 

事業概要：県や市町をはじめさまざまな主体で構成する実行委員会において、「県民力拡大プロ

ジェクト」として、「縁
えん

博
ぱく

みえ２０１４」を４月から 11 月に、「三重県民大縁会
だいえんかい

」及

び「第 32回地域づくり団体全国研修交流会三重大会」を 11月に実施します。 

 

 

【実践取組４ 「ＮＰＯの活動を支える仕組みづくり」に挑戦します！】 

 

 

●（新）ＮＰＯの自立・持続した活動促進事業 

 予算額：(25)   － 千円 → (26)２，７６７千円  

事業概要：ＮＰＯが自立・持続した活動を展開できるよう、市民ファンドや地域金融機関との

連携、寄付の仕組みづくりなどを検討します。 

 

●ＮＰＯと企業等のパートナーシップ促進事業 

 予算額：(25)１，４７５千円 → (26)１，１６０千円 

 事業概要：ＮＰＯと企業との連携を進めるため、企業の社会貢献意識を醸成するとともに、ＮＰ

Ｏと企業が、それぞれの強みやニーズについての情報共有や交流を行う場づくりに

取り組み、ＮＰＯと企業との相互理解を促します。 

 

環境生活部 


